
自動分娩トレーナ Sakuya

機械制御だからこそできる
標準化された分娩介助トレーニング
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監修・指導：同志社女子大学 看護学部 看護学科 教 授 眞鍋 えみ子

同志社女子大学 看護学部 看護学科 准教授 和泉 美枝

特長
排臨→発露→娩出までの時間やいきみの回数等を、詳細に設定できます。

児頭下降/回旋を機械制御で行うため、標準化された演習に適しています。

補助役を必要としないため、指導者/学修者が少ない環境でも活用できます。

回旋方向・排臨回数・分娩時間を

設定できます。

オートモード・マニュアルモードの

2つのモードを搭載しています。

タッチパネルで簡単操作。

オートモード

マニュアルモード



● 製品は絶えず改良を続けておりますので、仕様・外観など予告なく変更になることがございます。予めご了承ください。
● このパンフレットに掲載の文章・情報・写真等については、許可なく無断転載・転用・コピーなどは固くお断りいたします。

製造元取扱店
https://www.kyotokagaku.com/jp/

rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp

京都本社・工場
〒612-8388
京都府京都市伏見区北寝小屋町15番地

TEL 075-605-2510
FAX 075-605-2519

東京支店
〒113-0033
東京都文京区本郷三丁目26番6号 NREG本郷三丁目ビル2階

TEL 03-3817-8070
FAX 03-3817-8075

KK

自動分娩トレーナ Sakuya

MW76 11480-000

■構成

■仕様

原部ユニット 1点

コントロールBOX 1点

回旋ユニット 1点

胎児モデル（自動分娩用） 1点

電源コード（ACアダプター） １式

助産モデル専用潤滑剤 1点

取扱説明書

本 体 自動分娩装置

大きさ W40ｘＤ36ｘＨ36 cm

重 量 3.6 kg

消費電力 65W

本製品は以下の母体モデルのいずれかに取り付けてご使用ください
MW44  周産期全身シミュレータ“Konoha ”
MW48  周産期全身モデル“はな”
MW36  分娩介助シミュレータ

2025.10

型番 コード

対応製品

周産期全身シミュレータ
“ Konoha ”
MW44 11425-000〜)

周産期全身実習モデル
“はな”
MW48 11429-000〜

分娩介助シミュレータ
MW36  11416-000

妊娠期から新生児期の
シナリオを作成できます

実習項目に合わせて腹部の
モジュールを簡単に交換できます 会陰保護から胎児、胎盤の娩出まで

より生体に近い演習が行えます

対

応

製

品

実習項目 ○分娩介助
・分娩介助法：仰臥位
・排臨/発露の観察

・胎位：正常
・胎児の娩出
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